
松林に囲まれた散策路を歩きながら、班で協力して、撮られた写真の場所を

探す活動です。

【人とのつながり】

○（仲間・協力）

・班の仲間の視点の良さを知り、協力する大切さを学ぶ。

【自分を高める】

○(感性・創造力)

・目に入っているはずの物が、意外と見えていないことに気付く。

【1】準備物

: フォトカード、解答用紙（地図）、バインダー

: 救急用品、腕時計（班に1つ）、筆記用具（班に1つ）、水筒、タオル、必要であれば表彰状

【2】引率者の役割

○ 活動の説明・サポート

○ 散策路での安全管理

○ 道具などの管理

【3】班編成

6～8人程度

○ Ｃ活動（夜）では行えない。

○ 肝試しを計画している学校・団体は、日中の活動に入れておくと、コースの下見も兼ねることができる。

○ 80名程度での活動が望ましい。

※80名を超える場合は、他のプログラムと組み合わせ、入れ替わりで行うなど工夫する。

○ 雨天時でも行うことができるため、雨天の場合は、足元に十分注意する。
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１.活動概要
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◎･･･引率者の動き　　○･･･研修生の動き　　▼･･･施設職員の動き

▼活動のながれについて説明する。

◇説明のながれ

①ルールの説明

②得点について

③注意事項

○話を聞く。 ●最終集合時間と場所を決めておく。

▼フォトカード、解答用紙（地図）、バインダーを

　　配布する。

○受け取る。

▼スタートさせる。

○スタートする。

◎チェックポイントに立ち、安全管理をする。

○終わった班は、解答用紙（地図）を提出し、 ●施設の貸出物品がある場合は、数を確認する。

　　フォトカードとバインダーを引率者へ返却する。

◎ゴールした班のバインダーと解答用紙を受け取り、

　　集計をする。

◎▼まとめを行う。

◎結果発表を行う。 ●表彰状などを用意しておくと効果的。

○話を聞く。

◎施設の貸出物品を返却する。

▼貸し出し物品を受け取る。

a. ：

b. ：

c. ：

d. ：

e. ：

f. ：

ｇ. ：

活動

（50分）

（5分）

全体説明

目安時間 活動内容 留意点

1時間程度

80名程度

実施場所

所要時間

実施可能な天候

実施可能時期

関連教科

定員

散策路

（5分）

まとめ

理科、道徳科

通年

荒天時以外

対象学年 小学生以上　※未就学児は要相談

5.活動のながれ


